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平成３１年度 いずみ野地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
地域の現状
・地域活動が盛んに行われていますが、活動の場所が不足しています。
・高齢化が進み移動手段が少なく生活への支障が出ている地域もあります。
今後の方向性
・社会資源の継続や掘り起しをおこない、交流やマッチングを通じて効果的な活用を図ります。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

・サロンやシニアクラブやイベントなど地域の集まりに参加し、地域の方たちとのコミュニケーションを図ります。
・ケアプラザの出張講座を通じてアンケートを実施し、地域の情報や課題などを把握していきます。

・近隣施設の貸室を利用した事業を行い、新たな活動の場として活用するとともに、住民への周知を行います。
・地域活動に利用できるようマッチングを行い、住民と施設の活動を支援します。

・地域での移送支援実現のため、まず個別ケースでの移送を行い、きっかけつくりをします。

・和泉北部の子育てネットワークを立ち上げ、情報共有やつながり作り、合同で事業開催などを行います。

・ケアプラザの自主事業が地域の方たちの自主的な活動として移行継続できるよう支援を行います。

・地域で行われているサロンやシニアクラブ、イベントなどに参加したことで、地域の方たちとの繋がりが広がっている。今後も地域のイ
ベントに参加し、出張講座を開催し、課題などを把握します。
・近隣の特別養護老人ホームを利用し介護予防事業や、ケアプラザと共催で健康フェスティバルを開催しました。またケアプラザの貸室
団体に対して、特別養護老人ホームで利用できる部屋に関して利用の紹介を行いました。
・地域において個別ケースでの移送が実施できました。今後は、近隣のエレベーターのない5階建マンションのニーズを拾えていないの
で情報収集を行います。
・子育て支援ネットワークについては、定期的に会議の場を設け、関係機関の繋がりづくりが行えています。また、合同事業も実施しまし
た。
・今年度よりケアプラザの自主事業のうち2事業は自主化が行えており、他の数事業も自主化に向けて移行中です。

□ 区からのコメント
（地域活動交流）
・地域住民が定期的に集える場が少ない点に関して、施設の貸室を積極的に活用するとともに、当該施設と貸室の利用を希望する団体
とのマッチングを行うことにより、地域活動の継続に寄与しています。
・３事業について自主化に向けた取組（支援）を着実に行っています。今後も包括と連携しながら、自主化への支援を進めてください。
（地域包括支援センター）
・認知症サポーター養成講座等を通して、金融機関や商業施設と関係づくりが行われています。また近隣の高校にアプローチし、高校生
に対し介護保険制度の説明を行うなど、他では見られない取組をしています。個別ケースの対応も区と連携し丁寧に取り組んでいます。
・まだ十分に関係性がつくれていない地域へのアプローチ等、引き続き課題を共有しながら取り組んでいきたいと思います。
（生活支援体制整備事業）
・生活支援Coを中心に、地域のサロン等に積極的に参加するとともに、サロンの特徴やキーパーソン等を報告書に分かりやすくまとめ、
６職種で共有することができています。今後は６職種で分担しながらサロン等への訪問の頻度を増やすことで、地域のニーズ把握につ
ながることを期待しています。
・地域に必要な移動支援は何か、活動を実現するためにできることなどの検討が進み、徒歩での付き添いを含めた移動の支援が形に
なることを期待しています。
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